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概要   

独立行政法人科学技術振興機構（JST）では，2006年4月から科学技術文献検索システム「JDreamII」の  

提供を開始した。JDreanlIIで扱うのは約3，900万件という大量の科学技術文献であり，こうした文献の  

データには、同じ単語でありながら表記が異なるため、単純に検索するとヒットしない「異表記語」が多  

数存在している。JDreanlIIでは文献中に登場する異表記語に対し，漏れなく高速に検索するための仕組み  

を搭載したので，本稿でその概要を報告する。  
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Abstract   

JapanScienceandTechnologyAgency（JST）hasreleasedanewscienceandtechnologydocumentre－  
trievalsystemnamedJDreamIIhrJSTdatabaseonApri12006・ThedatabaseofJDreamIIcontains  
morethan39millionrecordsandtherearemanykindofvariantnotationsthatwecan’tsearchex－  
haustivelybecauseofvariantnotations・ThispapershowsavarietyofimplementaJtiontosearchvariant  

notationsspeedyandcomprehensivelyonJDreamII．  
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1．はじめに  

独立行政法人科学技術振興機構（JST）では、2006年4月から科学技術文献検索システム「JDreamII」  

の提供を開始した。JDreanlIIでは約3，900万件という大量の科学技術文献を提供している。こうした文献  
のデータには、同じ単語でありながら表記が異なるため、単純に検索するとヒットしない「異表記語」が  

多数存在している。JDreamIIでは、ユーザがこうした異表記語を意識しなくとも漏れなく高速に検索する  

ことができるよう、各種対応を行ったのでその実現方式を報告する。  

2．異表記の種類と対応方法   

2．1異表記の種類  

文献中には、単純な文字レベルから単語レベルまで様々な異表記語が存在する。以下にそれぞれの例を  

示す。  

（1）文字レベルの異表記  

「ソフトウェア」と「ソフトウエア」（拗音）や「Japan」と「JAPAN」（英語の小文字大文字）等の異  

表記を指す。  

（2）単語レベルの異表記  

「タンパク質」と「蛋白質」等の単純な文字変換の規則では対応できない異表記を指す。特に科学技術  

用語、医学用語においては、日々新たな異表記が生まれている。  

（3）英単語の表記揺れ   

英単語の場合は日本語の異表記とは異なり、名詞の単数・複数、動詞の現在・過去・進行形、英語・米  

語という表記の揺れが存在する。JDreamIIでは、英語標題等の英語フィールドに対しては、単語単位の完  

全一致方式を採っているため、システム側でこれらの表記の揺れに対応した。  

2．2JDreamIIにおける対応   

JDreamIIでは、2．1のような様々な異表記を、ユーザが意識することなく網羅的に検索できるよう、以  

下の三つの対策を講じた。3章以降でそれぞれの概要を説明する。  

（1）検索用データと表示用データの併用  

（2）日本語異表記展開辞書の搭載  

（3）英語異表記展開辞書の搭載   

乱検索用データと表示用データの併用  

文字レベルの異表記に対応するために、JDreamIIでは、予めルールを決め、データベースにデータを  

搭載する段階で文字変換を行っている。  
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3．1データ構造  

データベースに文献データを格納する際は、「表示用データ」と「検索用データ」という2種類のエリア  

にデータを格納する。表示用データには元データの表記のまま格納するのに対して、検索用データに格納  

する際は、以下の文字変換を実施する（図1）。  

●英語小文字→英語大文字  

○英語半角文字→英語全角文字  

○カタカナ半角文字→カタカナ全角文字  

●半角記号→全角記号  

●拗音、促音→大文字  

加工e乱mⅡデータペース）  

（元データ）  

（回1）検索用データと表示用データの格納  

3．2検索の実行  

検索を実行する際は、図1の検索用データに対して行う。この場合、ユーザが入力した検索語をそのま  

ま使用するのではなく、検索用データを格納した際と同様の文字の変換を行い、変換後の文字を使用して  

検索を実行する。こうすることにより、ユーザは大文字・小文字、全角・半角、拗音、促音といった様々  

な異表記を意識することなく漏れのない検索を実行することが可能である。また、変換後の文字列を用い  

て1回だけ検索を実行するため、検索処理の高速化が可能である（図2）。   

3．3検索結果の表示  

検索結果を表示する際は、原文献の表記をそのまま格納した表示用データを使用する（図3）。  
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（Jつre鋸nⅡデータペース）  （ユーザ端乗）   

支配1，文誠2の両方が  

ヒヴト  

イソフトウェア」（「ェ」小文字〉で検索すると原文森尤が「ソフトウエア」く「ェ」  

大文字）の文献と「ソフトウェ7」（「ユ」小文字）の文献のいずれもヒット  

恒12）検索時の文字変換と検索の実行  

4．日本語異表記展開辞書の搭載  

単語レベルの異表記に対応するために、JDreamIIでは、「日本語異表記展開辞書」を搭載し、日々拡充  

を行っている。  

4．1日本語異表記展開辞書の必要性  

検索用データを用いた異表記対応方式では、新たに異表記を追加する場合、すでに搭載した検索用デー  

タを再作成、再搭載する必要があり、タイムリーに対応することは困難である。   

一方、科学技術文献の世界では、単純な文字変換では対応できない異表記もあり、これらは日々新たに  

発生している。新たに発生する異表記に対応するため、JDTeamlIでは専用の日本語異表記展開辞書を搭載  

した。この辞書に登録された内容に基づき、JDreamIIは検索時に内部的に「or検索」を実行する（図4）。   

こうした異表記辞書による自動展開機能は、ユーザが検索時に「展開する」「しない」を指定することが  

可能である。  

4．2日本譜異表記展開辞書のメンテナンス  

日本語異表記展開辞書には、JSTが文献データに索引付けを行う過程で気がついた異表記語を随時追加  

する。これとは別に、JDreamIIでは、ユーザからの指摘を受け付けるための「日本語異表記展開辞書投書  

箱」も用意した（図5）。  
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にmreamIデータベース）  

ヒットした論文の番号  

・・回答表示の腔軋表示用データを府いて原文南東の表記のまま表示  

団3〕検索結果の表示  

5．英語異表記展開辞書の搭載  

英単語についても、単数・複数、現在形・過去形・現在進行形、英語・米語という異表記が存在する。  

JDreamIIではこうした英語の異表記についても辞書を用意し、自動展開をサポートした。日本語異表記辞  

書と同様に、ユーザが検索時に「展開する」「しない」を指定することが可能である。  

6．おわりに   

JDreamIIでは、漏れの無い高精度の検索を実現するため、本稿で説明した「異表記対応」以外にも様々  

な工夫を行っている。また、利用者の要望に基づき、機能を追加改善しており、例えば、英単語について、  

「～1y」や「～ne＄S」などの語尾変化に対して今年度中にシステム対応を行う予定である。今後とも利用者  

の声を踏まえ、網羅的で精度の高い検索システムを目指していきたい。  
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（異表記展開辞書）  

● 

■ 一 

・  

亡 ・ 

‥「蛋白質」で検索すると「タンパケ質」の文献もヒット   

（回4）検索時の日本語異表記の展開  

凝靡感頗蘭登蘭蘭   

｝ 根雪鼓捧モ智完してくだ乱l  

▼キーワ一円幡条件   キーワードi鰍アl  ¢珊Hlカ2一   

環在までの利潤状況毒見る1  ￥細緻の認を入力する場合は、スペースで諺と活を空lナてくだ乱t。また、討と諾の儒のスペースは桐Ⅷ、0咽釈が  

でぎます  

泣憬のスペースを F AND r－oRとする  か〉何フイ・一几f仕菜食・・・数練譲Tす  

オフライン申込状況  （也紳）  

キー「－ド  ▼  

JSI下山■  

（18．恥01剖牛2Ⅸ賂1吼12饗惑〇  

最斬レンジ：拙  

日本法異表記紬こ受掃されていなしl閻こお気づ晋の培封ま、  

以下にご邑入の上「法倍」ボタンを押してくだ乱㌧  

◆お名村  

◆ E－mさil   

◆日本法槻隷書未登録  

用濾  

ふリガ和もご配入ください  

く全角500文字）  

取消 l  草生∵」  

固封日本評異表記展開辞暑の授音符  
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